「喫茶店 見たい だな ご 

「極光 —— ？」 

「駄目々 々 …… 」 

「ぢ や、 ただい つ そ、 ネオ. ァ— ト …… とで もす るか？」 

「そんな 大き いのは 意味ない ね ご 

「ァパ J ^ぢゃ あるまい し …… 」 

いへば いふで、 次々 に まぜつ 返す やら、 冷 かす やら 

じょうだん 

で、 戯談 にば かりなって、 なるほど、 これで は 容易に 

可決 しないの も 道理 だ！ と 登 志 子 も 思った。 

「登 志 子 も、 何とかい ふ番だ ぞ？」 

隆太郎 が、 登 志 子に 応援 を 求める と、 傍から 友 田が、 



こと を考へ てゐ るの かしら？」 

登 志 子 は、 可笑しい やうな、 気の毒な やうな 思 ひで、 

それにしても 温い 飲物で も 持って行って あげなければ 

ベッド ピヂャ マ 

ならない と 気づいて、 慌てて 寝台 を 降りる と、 夜着の 

上に 外套 を 羽織って、 お茶の 仕度に とりかかった。 I 

I そして、 兄の 部屋に 行って 見る と、 同人 達 は 相 変ら 

ずバ ラバ ラ にあち こちに 蹲 ま つ て、 倒れて ゐる者 も あ 

れば、 机に 突っ伏して ゐる者 も あり、 考へ ごとに 耽つ 

てゐ るの か、 眠って しまって ゐる のか 見 判け もっかな 

かった。 —— 然し ソファに 凭れて ゐる塚 原さん だけ は、 

たしかに 唾って ゐる 証拠に、 大鼾を 挙げて ゐ たが、 



その 時まで 昨夜の ことな ど は 殆んど 忘れて、 勿論 何も 

考 へても ゐ なかった が、 何気なく、 

「ぢ や、 兄さん —— 海路 —— とい ふの は 如何 かしら？」 

と 慎まし やかに 微笑した。 

「海路 I -」 

隆太郎 は、 口のう ちに 眩いて、 凝つ と 海の 上の 小舟 

の 響き に 耳 を そば だ てて ゐた。 

「賛成 だ —— もう、 有無な く、 それと 決めよう ご 

眠って ゐる のかとば かリ思 はれた 深 井と 友 田が 同時 

に 叫んで 起き あがる と、 毛布 やら 丹前 やら を かむ つて、 

ごろごろ として ゐ た 連中が 、 
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